
ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業

第44期 研修派遣生報告書
自立へのはばたき



　1981年、障がい者の社会への完全参加と平等の実現をめ

ざして国連で決議された「国際障害者年」にちなみ、地域社

会のリーダーとなって貢献したいと願う障がいのある若者た

ちに、海外での研修の機会を提供する「ダスキン障害者リー

ダー育成海外研修派遣事業」がスタートしました。

　1982年に10名の研修派遣生を初めてアメリカへ派遣し

て以来、これまで45年間に延べ547人の研修派遣生を輩出

し、帰国後その多くの方々が全国各地で、自立生活運動、政

治、学術、教育、スポーツなど様々な分野でリーダーとして活

躍されています。

　今回の「自立へのはばたき」は、2024年度（第44期）の研

修派遣生の研修報告書をまとめさせていただいたものです。

個人研修生3名とミドルグループ研修生の2名が、夢と希望

を持って世界各地で、何を感じ、何を学んだかをぜひご一読

ください。

　第44期研修派遣生の皆様、研修をサポートされたスタッ

フの方々、ご関係者の方々、愛の輪会員の皆様のお力添えに

対しまして、改めて感謝申し上げますとともに、今後も「ダス

キン障害者リーダー育成海外研修派遣事業」に格別のご理

解とお力添えを賜りますよう、心からお願い申し上げます。

※研修報告書の研修生のプロフィールは、研修期間中のものです。

※障害の「がい」の文字表記について

事業名称等定款に記載されている文言並びに法律用語については従来通

りの漢字表記とし、それ以外については「害」を「がい」とひらがな表記と

させていただきます。
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ダスキン障害者リーダー育成

海外研修派遣事業の流れ

八木　郷太

齊藤　美羽

宮本　悠衣

山田　悠平

相良　真央

ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業の流れ
（第44期研修派遣生）

2023年6月1日 募集開始

2023年9月30日 募集締切

2023年10月21日 書類選考

2023年11月26日 面接審査

2023年12月 研修派遣生決定

2024年2月16日～17日 事前研修会

2024年3月13日 壮行会

2024年6月30日～7月10日 ミドルグループ研修生
   精神障害当事者会ポルケ研修派遣

2024年8月6日～2025年6月20日 個人研修生 齊藤美羽さん研修派遣

2025年1月3日～12月21日 個人研修生 宮本悠衣さん研修派遣

2025年2月18日～12月10日 個人研修生 八木郷太さん研修派遣

2026年5月29日 成果発表会

02

03

04

08

12

16

個人研修生

ミドルグループ研修生

精神障害当事者会ポルケ

（敬称略)

（敬称略)

C O N T E N T S

青柳 まゆみ

金塚 たかし

小林 洋子

長瀬 修

福田 暁子

小林 昌之

平下 耕三

伊藤 丈人

ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業
実行委員会 委員 　　　　　　　　　（敬称略・順不同)  
 （任期：2025年4月1日～2027年3月31日）

愛知教育大学教育学部 准教授、
本研修派遣事業第18期研修派遣生

大阪精神障害者就労支援ネットワーク
副理事長・統括所長

筑波技術大学
障害者高等教育研究支援センター講師

立命館大学生存学研究所研究員
インクルージョンインターナショナル事務総長

全国盲ろう者協会 評議員・国際協力推進委員

日本貿易振興機構
アジア経済研究所 主任研究員

NPO法人自立生活夢宙センター理事長

障害者職業総合センター 研究員

平下アドバイザー

青柳アドバイザー

青松アドバイザー

金塚アドバイザー
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八木 郷太 さん

茨城県
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肢体不自由

感謝を忘れず仲間たちと
障害者運動を引っ張っていく

研修期間
2025年2月18日～12月10日

研修国
アメリカ
（カリフォルニア・ワシントンD.C.）
コスタリカ

研修目的
障害者運動における
権利の理解と主張
～権利意識の必要性を
伝えるための具体的な
手法を学ぶ～

 研修内容
障害者団体への訪問、インタビューを通して、
世界をリードしてきたアメリカの障害者運動の
理念や活動を学ぶ。また、イベントやカンファ
レンスに参加し、現在の障害者運動の状況と今
後に向けたの戦略について理解を深める。

 研修機関
CIL in Berkeley、
UC Berkeley、
NCIL Conference、
Centro Morpho

1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

個人研修生

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

厚生労働省訪問
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　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス
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●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。

1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
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政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。
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センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
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なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。
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　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。
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1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス
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ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。

1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。



1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス
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内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。

モルフォセンターにてスタッフと集合写真

1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
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のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。
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日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
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　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
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訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
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建物はほぼなかった。日本では経
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く、入りたい店に入る」という、至
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多くのスタジアムや劇場、映画館
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内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
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リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
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ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
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　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
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がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
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たものになると改めて痛感した。
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用面のみならず、この意味でも大
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て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。



1.出発前の準備と交渉
●重度訪問介護の海外における
　長期利用についての国との交渉
　今回の研修を通して最も辛かっ
たのは準備期間だった。中でも最
も大変だったのが、10ヵ月間の研
修期間中に日本の公的ヘルパー
サービスである重度訪問介護を利
用するための行政との交渉だ。私
は普段24時間ヘルパーによる介助
を受けて一人暮らしをしている。
もちろんアメリカでもヘルパーの
介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
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　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
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自治体のバリフリー協議会でこの
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きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
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介助は必須だ。しかし、この制度を
10ヵ月間の海外滞在中に利用する
というのは前例がなかった。その
ため自治体では検討がなされた。
結果、国の見解により制度利用は
承認されなかった。
　しかし、24時間の介助が必要な
私にとって、約2,000万円にもな
るアメリカでの介助費用が自己負
担になるということは研修断念を
意味した。ここで諦めるわけには
いかなかった。障害者の全国団体
に協力を仰ぎ、厚労省との交渉を
続けた。そして3ヵ月に及ぶ交渉の
結果、ついに利用承認を勝ち取っ
た。全国で初となる決定となった。
　その後、今回の決定を一度きり
の特例とせず、これから海外に行

く障害者もちゃんと制度を利用で
きるようにするために、当時の塩
崎厚生労働大臣政務官と面会し要
望書を提出した。その結果、厚労省
は全国の自治体へ今回の事例に関
するQ＆Aを発出した。
　最初の交渉で利用が認められな
かったときは落ち込んだが、「自分
が前例になることで他の障害者に
希望を与えられる」と信じ、自分を
奮い立たせた。結果的にたくさん
の方々が私を助けてくれた。勇気
を持って一歩踏み出せば、たくさ
んの人が助けてくれる、そして社
会を変えていけるという確信を得
ることができた。

2.研修期間中のアメリカ情勢
●メディケイド削減予算
“One Big Beautiful Bill Act”
は、アメリカの障害者の人権を奪
い取った。
　この予算案により、各州が連邦
政府から受け取る補助金が大幅に
削減され、州が提供する医療・福祉
サービスにおいて予算縮小や条件
の厳格化が発生する。具体的には、
障害者がヘルパーを利用する時間
が制限されたり、条件厳格化によ
りヘルパー利用ができなくなる可
能性がある。つまり、これまででき
ていた地域生活を続けることが困
難になる。

　これまで50年以上にわたる障害
者運動によって築き上げてきた
「障害者が地域で生活する権利」
が、いとも簡単に政治によって覆
された。この衝撃はあまりにも大
きい。なぜなら、この惨事は日本で
も起きる可能性があるからだ。
　「政治は数十年に及ぶ運動の歴
史と勝ち取った人権をひっくり返
す力を持っている。障害者が運動
しなければ、障害者の人権は守ら
れない。」この事実を仲間の痛みと
ともに胸に刻んだ。アメリカ研修
における最大の学びであり、今後
の活動における教訓となった。

●移民取り締まり強化
　トランプ大統領によって犯罪歴
のある移民の一斉摘発と強制送還
が実施されたが、犯罪歴がない移
民の拘束や、ロサンゼルス・シカゴ
における州兵派遣といった強硬的
な手段による拘束は、移民だけで
なく多くの市民の反発を招いた。
　研修地のカリフォルニア州は移
民が多い州のひとつだ。街でもよく
ラテン系の人を見たし、スペイン語
を耳にした。研修先のCIL(自立生活
センター)にも移民の親を持つス
タッフがいた。移民はどこかに隠れ
ている犯罪者ではなく、親しい隣人
だった。そのため、ICE(移民取り締
まり機関)の不当な拘束から移民を
守るべく、CIL内でもICE訪問時の
対応方法などが会議で話し合われ
る場面もあった。
　この移民取り締まりも、障害者
の地域生活に大きな影響を与える。
なぜなら、アメリカのヘルパーは移民
が多いからだ。移民排除政策の威圧
効果により、外出を恐れ仕事を拒否
するヘルパーや母国へ帰国するヘル
パーなど出ており、ヘルパー数が減
少している。これにより必要な介助を
受けられない障害者が発生している。

3.研修期間での取り組み
●Center for Independent Living
　世界で最初のCIL(自立生活セン
ター)が私の研修機関だった。CILが
カリフォルニア州バークレーに設
立されたのは1972年。当時として
は非常に画期的な組織だった。保護
の対象であり、サービスの受け手で
しかなかった障害者が自ら団体を
運営しサービスを提供するという
組織運営は、その後日本を含む世界
中の障害者運動のモデルとなった。
日本には現在100ヵ所を超える
CILがある。私が普段活動している
CILいろはもそのうちの一つだ。
　アメリカのCILの大きな特徴は、
アドボカシー重視の活動内容だ。
日本のCILが自立生活の支援とい
う障害者の生活にフォーカスして
いるのに対して、アメリカのCILは
あらゆる分野(教育・雇用・住宅)に
おける権利擁護にフォーカスした
活動が行われている。
　この違いの背景には、市民権運
動から続くボトムアップの人権運
動という歴史を持つアメリカの
CILと、第二次大戦後の福祉的措置
として制度が拡充してきたトップ
ダウンと障害者運動という面を併
せ持つ日本のCILという、それぞれ
の歴史的な違いが影響している。
　日本のCILによる自立支援と制
度改善の働きかけは、世界最高水
準の公的ヘルパー制度を作り上げ
たが、アメリカのような強烈な権

利擁護とあらゆる分野を網羅する
サービス提供は今後日本のCILに
も求められる。

●UC Berkeley
　 C I L の 研 修 生 と し て 、U C 
Berkeleyの「障害と環境デザイン
のためのコミュニティプランニン
グと公共政策」というクラスに参
加した。このクラスでは、誰もがア
クセスしやすい社会を実現するた
めに必要なデザインや政策の視点
を学んだ。
　最も大きな学びだったのが、
「DisCo Policy Framework」。
インクルーシブな都市開発を評
価・分析する5つの柱からなる。
（1.法的整備、2.行政と予算の支援、
3.調整と実行能力、4.都市における
障害者などへの態度、5.当事者の
声）インクルーシブな都市開発に
は5つの柱のすべてが必要になる
とDr. Victorは語った。
　UC Berkeleyでの思い出はもう
一つある。それはキャンパス内が非
常にダイバーシティだったという
ことだ。そこは、あらゆる国籍・人種
が混在する場所だった。日本では車
椅子ユーザーは周りの人からよく
見られる。しかし、アメリカで私が
受けた視線は日本のそれとは明ら
かに違った。言葉で言い表すのは難
しいが、異なったものを見る目では
ない、とても友好的なものだった。
そしてUC Berkeleyのキャンパス

内では、それをより強く感じた。む
しろ見られている感覚自体が薄
かった。あの時に感じた、「いろんな
人がいる中の一人」という、当たり前
なのに不思議な感覚は忘れがたい。

●NCILカンファレンス（ワシントンD.C.）
　全米のCILが集まるNCILカン
ファレンスでは、多くのつながり
と経験を得た。
　このカンファレンスの数週間前
に、前述したメディケイド削減を含
む予算案が可決されたことにより、
会場から国会議事堂までの抗議
マーチのボルテージは最高潮まで
高まっていた。「私達の家は施設
じゃない！メディケイドを守れ！」
と声を上げる隊列の長さは数キロ
にも及んだ。まさに、鬼気迫る当事
者たちの声に胸が熱くなった。私も
一緒に声を上げ続けた。
　そしてカンファレンス3日目に、
私は80分間のワークショップを担
当した。これがアメリカ研修最大
のチャレンジだった。3ヵ月前から
資料を作成して練習を重ねた。緊
張を跳ね除けてワークショップを
やり切った後、多くの方が話しか
けに来てくれたのがとてもうれし
かった。大変なチャレンジだった
が、それを乗り越えたことで大き
な成長とたくさんの人とのつなが
りを得ることができた。挑戦と努
力によって得られるものは、いつ
だって人生にとってかけがえのな
い経験だなと、やってよかったな
と心からそう思った。

●セントロ・モルフォ（コスタリカ）
　自立生活運動は時代を超えて世
界へと広がっていた。
　約15年前にコスタリカに中南米
初のCILが設立された。そして、こ
のCIL設立を支援したのは日本の
JICA(国際協力機構)と日本のCIL

だ。コスタリカでのCIL設立の経緯
や、このCILから中南米全体へと広
がる自立生活運動について学ぶべ
く、私はJICAコスタリカ事務所と
セントロ・モルフォ(CILモルフォ)
を訪ねた。
　コスタリカの障害者達は日本の
CILで障害者運動の歴史や理念を
学んだ。そしてその理念をもとに
仲間を集めてCILを設立した。設立
後、彼らの働きかけによりコスタ
リカは着実に変わっている。最も
大きな変革は、国に公的ヘルパー
制度が新設されたことだ。これに
より、これまで家族やボランティ
アにしか頼れなかった障害者が、
公費でヘルパーを利用できるよう
になったのだ。国内のCILは3ヵ所に
増え、活動の勢いは加速している。
　そして、この自立生活運動は中
南米全体へと広がりを見せてい
る。中南米全体の障害者運動を繋
ぐネットワークも組織され、コス
タリカのCILをモデルにした新た
なセンター立ち上げの動きが出始
めている。
　障害者の運動や制度が確立した
日本で活動を始めた私が知らな
い、「運動が始まり、その炎が一気
に大きく広がっていく」、そういっ
た運動初期の勢いと、センターに
漂う運動を楽しんでいる雰囲気を
味わえたことは、運動家としての
私の知見を大きく広げてくれる素
晴らしい経験だった。

4.制度と生活面での学び
●ADAの効果とバージョンアップ
　の必要性
　やっぱりADAはすごかった。し
かし、完璧ではなかった。
　アメリカで生活し様々な場所を
訪れるたびに、ADA(障害を持つア
メリカ人法)の効果を感じることが
できた。車椅子が理由で入れない
建物はほぼなかった。日本では経
験できない、「行きたいところに行
く、入りたい店に入る」という、至
極当たり前の営みができたことは
私にとっては大きな喜びだった。
　しかも、ただ行けるだけでなく、
多くのスタジアムや劇場、映画館
の車椅子席が日本のそれよりもは
るかに利用しやすかった。建物だ
けでなく、ヨセミテ国立公園にお
いては現地までの交通機関や公園
内を走るシャトルバスもしっかり
とバリアフリーになっていたの
だ。これらの感動は必ず日本のバ
リアフリー施策に活かしていきた
い。具体的には、現在私が所属する
自治体のバリフリー協議会でこの
経験をシェアし、市のバリアフ
リー施策に少しでも反映させてい
こうと考えている。
　しかしADAも完璧ではなかっ
た。「構造上改修が難しい場合は適
用外」というルールがADAにはあ
るのだ。おそらくこれに該当する
ためにバリアフリー整備が不十分
な建物が2つあった。サンフランシ

スコのジャズバーでは生演奏を聴
けるとのことだったが、演奏する
ステージは地下でエレベーターは
なかった。地下から聴こえてくる
ジャズに悔しさとリアルを感じな
がら、1階部分のバーで飲んだ。ア
メリカに来てから車椅子でも何で
もできる！と感じていたため、大
きなギャップを感じた。同時に法
律や制度はできて終わりではな
く、時代とともにアップグレード
していく必要がある。

●現地ヘルパー雇用で痛感した
　信頼とQOL
　信頼できるヘルパーがいて初め
て、研修の質は上がる。
　現地でのヘルパー雇用はとても
大変だった。CILのスタッフに相談
したり、メーリングリストに求人
を出して応募が来たのは1件だっ
た。その女性はグアテマラ出身の
方で、英語はほとんど話せなかっ
た。そのため翻訳アプリを使いな
がらスペイン語で介助内容を説明
した。言葉の壁は想像以上で、簡単
な介助をお願いするだけでも時間
と労力がかかった。
　信頼できるヘルパーがいてこそ、
私の生活が安定し、研修が充実し
たものになると改めて痛感した。

今回の重度訪問介護の交渉によ
り、信頼できるヘルパーを海外に
連れていけるようになったのは費
用面のみならず、この意味でも大
きい。せっかく海外研修に行って、
毎日着替えやトイレに1時間、食事
やシャワーに2時間もかけていて
は、忍耐力はつくが学びは小さい。
　しかし、もちろん現地ヘルパー
を雇ってよかったこともある。そ
れは現地のリアルを知れたこと
だ。彼女は移民だった。20歳の時に
グアテマラからメキシコを縦断し
て、泳いで、砂漠を歩き続けて国境
を超えたのだと教えてくれた。目
の前にいる女性が、そんな壮絶な
経験を乗り越えてアメリカに渡
り、いま移民取り締まりに怯えて
生きているという事実は、私の考
え方や国際ニュースの見方を大き
く変えた。

●失って気づいた社会保障の重要性
　私は月に1回、尿カテーテルを交
換する。日本では医師にやっても
らうが、「アメリカで病院にかかる
のは大変だから、自分でやるのが
現実的だ」と、アメリカの友人から
アドバイスを受けていた。渡米前
にヘルパーと通院を繰り返し、医
師からカテーテル交換の仕方を習
い道具をそろえて渡米した。
　しかし、アメリカでの二度目の
カテーテル交換がうまくいかず、
緊急での処置が必要になり仕方な
く救急車を呼んだ。大事には至ら
なかったが、救急車代50万円と、そ
の後カテーテル交換のたびに病院
に行くことになり、毎月5万円ほど
かかった。私は民間保険に加入し
ていたが、既往症には対応してい
なかった。既往症に対応した保険
があることを知らなかったのだ。
毎月高額な医療費を払うたびに、

公的医療保険が充実している日本
のすばらしさを痛感した。昨今、社
会保障の予算縮小がよく話題に上
がるが、人が病気を我慢しなくて
いい、自分の命と財布を天秤にか
けなくていいということは、本当
にすばらしいことであることを私
は声を大にして言いたい。

5.今後に向けて
●私の人権は政治に奪われる
　あの時、あの予算案通過を現地
で見届けた障害者として、「障害者
の地域生活が未来永劫約束された
ものではない」ということを日本
の仲間に伝えていく。「これは、私
たちが声を上げ続けなければ、簡
単に奪われてしまうものなのだ」
と。これが、今後の私の一つの大き
な役割だと考えている。
　事実をシェアし、危機感を共有し、
戦略的に今後の活動に邁進したい。

●研修の記録は助けられた記憶
　準備段階から研修期間まで全て
の瞬間に、私を助けてくれた人が
必ずいた。
　みんなのおかげでやり遂げられた。
　今回のアメリカ研修は、この言
葉に尽きる。
　私がやるべきことは一つ。
　感謝を忘れずに、真摯に、仲間た
ちと障害者運動を引っ張っていく。

6.最後に
　この研修に関わってくださった
すべての方々に、心から感謝して
います。
　みなさまの助けがなければ、こ
の研修を成し遂げることはできま
せんでした。
　みなさま、本当にありがとうご
ざいました。

ヨセミテ国立公園の綺麗な岩肌と太陽
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肢体不自由

エグモントホイスコーレンで
学んだこと

研修期間
2024年8月6日～2025年6月20日

デンマーク
研修国

研修テーマ
福祉先進国においての
障がい者に対する制度
や障がい者に対する捉
え方について学ぶ

 研修目的
・共同生活を通じて、デンマークにおける障がいの
捉え方を学ぶ
・支援する人とされる側の関係性はどのように構築
されるのかデンマーク独自の制度を活用して学ぶ

 研修機関
エグモントホイスコーレン

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

個人研修生

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。
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できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
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入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい
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いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
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が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
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ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。
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を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。
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　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。
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　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
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遂げることでみんなの喜びやエネ
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ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
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いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
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も伝染して周りの人も幸せになる
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もってチャレンジをすることで2
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ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
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もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
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もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
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軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
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が雇用主となりアシスタントは従
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みで、雇用主としての役割を果た
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者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
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指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
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のある生徒を特別な存在として扱
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る生徒を挑戦する力を持つ一人の
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ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお
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互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

アウトドアの授業にて

デンマーク人と一緒に

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。



　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
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開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
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いた。彼女にこの制度の利点を聞
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いことができなくなってしまうが
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うという発想にすら及ばないの
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ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
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が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
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も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
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こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
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分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
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しく生活していけるようにエグモ
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る。採用された学生は自身の学生
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としての責任も果たさなければな
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員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
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教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
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由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお

互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

　私は、2024年8月6日から2025
年6月20日までデンマークにある
エグモントホイスコーレンに留学
した。この学校は、全寮制で障がい
者と健常者が共に協力しながら共
同生活を送り、障がいのある生徒
は健常の学生をアシスタントとし
て雇い、必要な介助を受けられる
点が最大の特徴である。全校生徒
は約340人程度でそのうちの4割
が障がいを持った生徒だ。障がい
種別としては、7割が車椅子を使
用している肢体不自由で残りの3
割がコミュニケーションが可能な

軽度の知的障がいを持っている。
彼らは、学校の生活において健常
の学生から介助を受ける仕組みと
なっている。障がいを持つ生徒た
ちは、自分に合ったヘルパーを見
つけるために雇用者となって自ら
面接を行う。この面接に通らなけ
れば、入学することができない。
ヘルパーとして採用されるには、
これまでの経験や人柄が重視され
る。採用された学生は自身の学生
生活を送りながら、同時に介助者
としての責任も果たさなければな
らない。

　エグモントには、「自己決定」
「尊厳」「連帯」という3つの理念
がある。これらに基づいて、言葉
以外でアクティビティや日頃の
授業での対話を通じて学生に感
じてもらえるかを考えるのが教
員の役割であるそうだ。例えば、
尊厳とは何か？について黒板を
使って話をするのではなく、先生
がまいた種で３つの理念を基に
生徒たちが良い雰囲気を作って
花を咲かせるために支えるのが
教員の仕事だと聞いた。確かに、
授業でも生徒が主導となって進
めていく場面が多い印象だった。
先生は側で見守り何かあったと
きにアドバイスをする程度だっ
た。そこにはエグモントならでは
の考えや目的があると知った。
　次に私がどのような思いで介助
者との関係性を築いたか、苦労し
た点について書きたい。私には、前
期後期共に日本人留学生がヘル
パーとして日常生活を手伝ってく
れた。介助者と対等で良い関係性
を築くためにはどうしたらよいの
か日々葛藤した。
　私は今まで日本でヘルパーを
雇った経験がなく、他人に助けて
もらいながら生活を送るのはエグ
モントが初めてだった。ヘルパー

は私ができないことを何でも手
伝ってくれる存在だと思い込んで
いた。初日のオリエンテーション
のときに障がいをもつ生徒が集め
られ、先生に真剣な顔で「自立しよ
う！」と言われたことが今でも鮮
明に覚えている。自立と聞くと、人
に頼らずに一人で生活をするイ
メージがあったため人に手伝いを
求めることを禁止されているよう
な気持ちになり、当時の私にはと
ても厳しく感じた。その日からヘ
ルパーをどう活用していくか勉強
の日々が始まった。最初の頃は自
分は何ができないのか、どういっ
た介助が必要なのかも分からな
かった。主なヘルプ内容としては、
食事がビュッフェ形式のため朝昼
晩のお皿の配膳と部屋の掃除をお
願いした。最初は順調だったのだ
が、中盤になり、私のヘルプについ
て話し合いをした際、ヘルパーに
「何をどうやって手伝ったらよい
のか分からない」と辛辣な意見を

もらった。私としては、どんなヘル
プが必要かはヘルパーの方から察
してほしかった。悔しい思いをし
ていると、先生が「ヘルパーが何も
言わないのは優しさであり、厳し
さなんだよ。」と教えてくれた。そ
の言葉をきっかけにお願いしたい
ことは自分から言おうと意識した
が、中々勇気が出なかった。その理
由として普段友達である仲間がシ
フトの日は介助者になるため、ど
こまで介助者としてお願いしたら
よいのか分からなかった。特に前
期は私と同世代の人がヘルパー
だったこともあり、線引きが曖昧
で、介助者か友達かの線引きに悩
むことが多かった。特に外出をす
るときだ。外出時には介助者の分
まで障がい者が負担しなければな
らない。全額出すという明確な決
まりはないが、交通費に加え、食費
まで障がい者が負担することにな
れば、仕事としての側面が強く
なってしまい、友達として純粋に

関われなくなるのではないかとい
う懸念もある。旅行等で金額が大
きくなるほど悩ましく、お金以上
に気持ちが失われていくような感
覚があった。留学中、「割り切る」と
いう言葉を何度も耳にした。介助
を仕事として割り切るという意味
で使われることが多かった。日本
人が完全に仕事として割り切れな
い理由は、ビザの関係で労働がで
きず半分ボランティアという形で
お礼程度の金額しか渡すことがで
きないという点である。親切心で
は限界があることや報酬が発生し
てお金が得られることに意味や喜
びを感じる介助者も気持ちは理解
できるのだが、私は今まで自分の
介助を仕事で割り切れた経験がな
いため違和感があった。ヘルプは
ちゃんとした報酬がないと成り立
たないのだろうかという葛藤を感
じていた。だが、時には障がい者側
が介助者の分も支払って割り切り
ながらヘルプしてもらうことがお
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互いに気持ちよく過ごすために必
要だと学んだ。
　2期目は自立することを目標に、
今までヘルプをお願いしていた食
事の配膳を自分でやってみること
にした。一人ではできないと思っ
ていたが、車椅子を片手で操作し、
もう片方の手でお皿を持てば、ス
ムーズに取ることができた。自分
でできるようになった喜びはもち
ろんだが、ヘルプがないことで介
助者と食堂で待ち合わせる時間を
気にしなくてよい点はとても楽に
なったと感じた。今までは約束の
時間があったため、必ずその時間
帯に食堂に行かなくてはならな
かったが、一人でやると決めてか
らは自分の好きなタイミングにご
飯を取りにいけて自由が広がった
ように思う。これをきっかけに私
は自分でできることは率先して自
分で行うようになった。なぜなら、
人に頼むよりも自分でやったほう
が相手を待つことも相手の機嫌を
伺うこともなく精神的に楽だから
だ。介助者がいる生活は便利だと
思いがちだが、お互いに気を遣わ
なければならない場面が多く疲れ

るというのが本音だ。だからこそ、
障がいがあっても自立して自分で
できることを一つでも増やしてい
くのが大切なのだと後になって最
初の頃に先生に言われた自立の意
味を実感した。
　エグモントで過ごした中で私が
思う自立は、自分でできることは
自分で行い、できないことは人に
手伝ってもらうことと考えた。自
立に興味を持った私はデンマーク
人にも質問をした。デンマーク人
が考える自立とは、「自分がすべき
ことやしたいことを自分で決めて
実行すること」だと教えてくれた。
自分で決めたことに責任をもてる
かどうかが大事だそうだ。自分に
置き換えて考えると、やりたいこ
とを実行することはできるが、責
任が伴うと周りの大人に頼ってし
まうだろうと思った。これからは
自分の行動に責任を持つことを忘
れずにいたいと思う。

　次にインクルーシブについて学
んだことについて書きたい。エグモ
ントではfællesskab（フェレス
ケープ）「一体感」を大事にしてい

る。みんなの思いや自分も参加して
いる感を感じてもらうためにみん
なで授業を盛り上げていこうとい
う気持ちが大切で一人ひとりが
持っている力を発揮し、何かをやり
遂げることでみんなの喜びやエネ
ルギーに変わる。数多くの授業を受
けた中で、私が特にfællesskabを
実感した出来事は、アウトドアの
授業でノルウェーへ山登りに行っ
たときだ。私は登山用の車椅子に
乗り、前後2人ずつ計4人のデン
マーク人に引っ張ってもらった。
車椅子では通れないような傾斜が
激しい道ではデンマーク人が交代
で私を背負ってくれた。学生達で
協力して最後まで登り切ろうとし
ている姿に私は一体感を感じた。
私は人に手伝ってもらう立場だっ
たので登山中、みんなのために何
かできているのかと不安に思って
いたことがある。休憩時間に先生
が不安げの私の元に来て「あなた
が楽しそうにしていたら、周りに
も伝染して周りの人も幸せになる
んだよ。」と声を掛けてもらったの
を今でも忘れない。周りの助けが
必要だからこそチームの為になっ
て私の存在がみんなに勇気や影響
を与えられているのかもしれない
と思った。山登りの直後の先生が
「みんなが同じ気持ちで目標を

もってチャレンジをすることで2
＋2は5になるように大きなエネル
ギーとなる。」というお話があっ
た。目には見えないが、同じ目的で
何かを成し遂げた経験が成長に繋
がっていくのだと学んだ。

　次にデンマークの福祉制度につ
いて学んだことを書きたい。パー
ソナルアシスタント制度というも
のがある。この制度は重度身体障
がい者を対象としたデンマーク独
自のヘルパー制度で1980年から
開始した。最大の特長は、障がい者
が雇用主となりアシスタントは従
業員となる点である。そのため、こ
の制度を利用できる人はヘルパー
の仕事をきちんと管理できる人の
みで、雇用主としての役割を果た
すことが困難な重度の知的障がい
者などは対象外となってしまう。
自分に合ったヘルパーを選び、自
分に必要な時間だけ活用できるの
が利点だ。エグモントではこの制
度を真似ている。雇用者としてヘ
ルパーを雇う中で大変だったのは
シフトの管理だ。ヘルパーの予定
を考慮しつつ、毎月の予定を作成
するのは頭を使った。また、人を雇
うということには責任が生じるこ
とも学んだ。
　私は、実際にこの制度を利用し
ているエグモントの卒業生の自宅
に伺った。彼女は先天性の脳の難
病で発語が困難だ。そのため、腕に
入れた文字盤のタトゥーを使って
指を指しながらコミュニケーショ
ンを取っている。5人のヘルパーが
交代で勤務し、自立生活を送って
いた。彼女にこの制度の利点を聞
くと、「自由」という言葉が返って
きた。施設等に入ると束縛された
ような気分になり、自分のやりた
いことができなくなってしまうが

この制度を使えば、地域で自分の
好きなように生活が送れるように
なると生き生きとした表情だった
のが印象に残っている。
　普段、支援を受ける立場にある
障がい者が雇用主となれる点は
斬新な考え方だと思った。日本で
は障がい者＝養護する存在とい
う認識が強いあまり、自ら人を雇
うという発想にすら及ばないの
ではと思った。時には先入観を持
たずに考えてみることも大事だ
と感じた。

　最後に、私がエグモントに留学
する前と後で変わったことについ
て書きたい。
　日本では車椅子に乗っているだ
けで障がい者というレッテルを貼
られているように感じがちだった
が、エグモントでは自分と同じよ
うな車椅子に乗った生徒がたくさ
んいて彼らは自信に満ち溢れた表
情で過ごしていた。先生も障がい
のある生徒を特別な存在として扱
うのではなく、一人の個人として
対等に接し、その人自身の可能性
を信じてくれていた。障がいのあ
る生徒を挑戦する力を持つ一人の
人間として見る姿勢こそがエグモ

ントにおける障がいの捉え方であ
ると感じた。先生からの言葉で一
番心に残っているのは「やってみ
てできなかったことが失敗ではな
くて、何もしないことが最大の失
敗」という言葉だ。これを聞いて最
初から恐れるのではなく、やって
みよう！という挑戦心をもつこと
が大事だと知り、水泳や山登りな
ど怖いと思っていたことにも積極
的に参加した。エグモントでの
様々な活動を通して人と関わる尊
さを学び、人と関わることが好き
になった。少し疲れているときで
も仲間と喋ると自然と笑顔になっ
ていた。今までは、自分の殻に閉じ
こもっていただけで心のどこかで
人との繋がりを求めていたのかも
しれないと感じた。これからも自
分がやりたいと思ったことには率
先してチャレンジしていこうと思
う。エグモントに留学をして日本
ではできない体験をして友達がで
き、いつまでもここに居たいと思
うような居場所ができたこと、誇
りに思う。
　障がいがあっても自分らしく楽
しく生活していけるようにエグモ
ントでの経験を日本の共生社会実
現に活かしていきたい。

キャンプにて



宮本 悠衣 さん

神奈川県

12

視覚障がい

自分自身の行動で
変わること・築けるもの

研修期間
2025年1月3日～12月20日

研修国
デンマーク

研修テーマ
視覚障害のある人が社会参加するために
必要な「支援体制」のあり方を学ぶ

 研修目的
障害のある人が多様な経験や学びを得るためには
どのような支援体制や環境構築が必要なのか、また
障害のある当事者が主体的に関わり、あらゆる場面
で社会参加するためには、どのように関わり合うこ
とが重要なのかについて学ぶ

 研修機関
Egmont Højskolen

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

個人研修生

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

デンマークでできた友だちと
オーフス中央駅のクリスマスツリーの前で

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
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会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
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できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
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くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。
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とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。



はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
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な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
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まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ
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ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
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くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
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あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
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メリカの視覚障害関係の専門機関
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できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
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2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

日本食クラブを開催
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の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。



はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
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ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
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感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
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た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
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についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
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自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
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の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。
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るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル
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ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

ハンガリーで撮影

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
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ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
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に触れることができました。私は
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した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
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たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。



はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会
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んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。
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と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル

ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

はじめに
　2025年1月から12月までの約
1年間、デンマークにあるエグモ
ントホイスコーレンで過ごし、多
くの貴重な経験や学び、素晴らし
い出会い、初めて味わう感情、言葉
では言い表せないほどの色々なこ
とがありました。以下からは、私自
身が特に印象に残ったこと、そこ
から感じたことや学んだことを順
に記させていただきます。

自分の障害について
改めて向き合うきっかけに
　第1に、自分自身の障害に対する
向き合いについてです。今回は、学
校生活を送るにあたって日常生活
の面で必要なヘルプは同時期に留
学している日本人にヘルパーとし
て入ってもらうことになりまし
た。これまでは日本で公共の福祉
サービスを利用したことがなかっ
たので、シフトを作成し、その日の
担当の人に自分の必要なサポート
内容を言葉できちんと伝え、サ
ポートをしてもらうということ自
体が初めての経験となりました。
そのような初めての経験のなかで

は、自分に必要なサポートは何か
を考えて言葉にすることの難しさ
を感じたことや、友達や仲間とし
ての関わりとの境界の曖昧さに葛
藤したこと、話し合いをすること
にものすごいエネルギーが必要に
なって逃げ出したいと思ったこ
と、シフトを決めるにあたって人
によって考えが違うからこそ複数
人を一つの組織としてまとめるこ
とに難しい面があったことなど、
エグモントに来たからこそ経験し
た様々な感情や出来事がありまし
た。正直なところ、このようなこと
は想像以上のものでした。もしも
自分が弱視ではなかったら、目が
見づらいという障害がなかったら
と、何度も葛藤を感じました。それ
は、中学生ぶりだったかもしれま
せん。しかし、私はこれまでも多く
の人と出会い、今につながる道を
歩んできたからこそ、誰に何と言
われようと、自分らしく、自分が築
きたい関係性や環境を構築してい
きたいと考えました。そこで私は、
日本人とはヘルプをする立場と受
ける立場という関係だけを築きた
いとは思わなかったため、自分で

できることは自分でやってできな
い部分だけを手伝ってもらうよう
にすること、シフトを考える際や
その時々の状況に応じて一人ひと
りのことを可能な範囲で考えたり
意見を汲み取ったりしながら互い
に無理のないように心がけるこ
と、私自身も友達として仲間とし
ての関係を意識して関わるように
しました。特に、自分にとって必要
なサポートは何かを明確にし、そ
れを伝え、その必要な部分を手
伝ってもらうようにすること、も

しも相手から「このようなサポー
トは必要か、どこまでサポートす
べきか」といったような問いが
あった際には、きちんと話し合い
考えること、そのような関係性を
日ごろから築くことが重要だと気
づきました。その結果、自分が築き
たかった関係性をつくることがで
きたのではないかと思っていま
す。それは、ヘルプをする・受ける
立場でもあり、一緒に留学してい
る仲間でもあり、たわいもない話
をしたり助け合ったりする友達で
もあり、エグモントで出会ったか
らこその関係性になったと思って
います。この経験から、この先も障
害に対して葛藤することはあった
としても、自分が周囲の人とどの
ように関わりたいのか、そのため
には私自身がどう行動する必要が
あるのかを考え、実戦につなげて
いきたいと考えました。今回は日
本人ともそのような関わりができ
たからこそ、より充実した1年間に
なったと感じています。今後も次
の道に進み、新たな場所で新たな
人と時間をともにする時、今回の
学びを活かしていきたいです。ま
た、今回改めて他の人と関わり、意
見を交わして何かを決めたり考え
たりすることは大変だと感じる場
面が多くありました。しかし、それ
を乗り越えたからこそ築かれるも
のも多くあると気づきました。自
分の気持ちを相手に言葉で伝える
ことは決して簡単なことではあり
ません。だからこそ、私自身は可能
な限り言葉にして相手へ伝えられ
るように努力し、それとともに相
手が言葉として伝えてきたことを
まずは受けとめて、それをどのよ
うにすり合わせていくことができ

るのかを考えながら話し合い、何
かをともにする仲間ときちんと向
き合っていきたいと思いました。

価値観や考え方の広がり
　第2に、デンマークの現地の友人
と話すなかで印象に残ったギャッ
プイヤーについてです。デンマー
クに来て初めて触れたギャップイ
ヤーという文化に感銘を受けまし
た。ギャップイヤーに関して話し
ていたとき、ある友人は「学校を卒
業して一度疲れるでしょう？」と
いうようなことを言っていたこと
が印象的でした。確かに、一定の期
間、学校などで頑張ったら、次を頑
張るためにも一度休むことは大事
になると感じています。セメス
ターの終わりに近づいてきたこ
ろ、この学校が終わったら何をす
るのかと尋ねたところ、旅行する
と答えた友人もいました。高校を
卒業したら、日本の場合は多くの
人が大学などへ進学し、卒業と同
時に仕事を始める人がほとんど
で、少しでも違った道を選んだり、
タイミングがずれたりしたら、少

数派の立場となる傾向にあると思
います。一方でデンマークは、高校
を卒業したらギャップイヤーを取
る人、進学する人、働く人など、よ
り多くの選択肢があるように感じ
ました。特にギャップイヤーは日
本にはあまりない考え方で、きち
んと休むことが大切にされている
こと、たとえ学校や職場に所属し
ていなかったとしてもネガティブ
な印象だけが持たれないこと、旅
行して見聞を広げることが大事な
時間として捉えられていること、
このように新たな考え方や価値観
に触れることができました。私は
ギャップイヤーという文化に触れ
たことで、人生において休む時間
は重要だと改めて気づきました。
この1年間は私にとって、日常から
離れ、多くの経験をして新たな文
化や価値にたくさん触れることが
でき、自分自身がリフレッシュし
ながら成長することのできた、あ
る意味ギャップイヤーのような人
生において大切な時間だったよう
に感じています。だからこそ帰国
した今、また次に向かってエネル
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ギーを蓄えることができ、進もう
と前を向くことができていると思
います。また、デンマークでは、一
人ひとりが選択して進む道につい
てより受け入れられているように
感じました。日本においても、一人
ひとりの選択や考えがより尊重さ
れるような価値観が広がり、個々
人が自分で道を切り開けるような
環境になっていったらと考えまし
た。私自身も自分が後悔のないよ
うに道を選び、その道で精一杯楽
しみ、努力していきたいと思って
います。もしも周りの人が進路な
どで迷っているとき、その人に
とってより良い選択ができるよう
な関わり、それから言葉をかけら
れるようにしていきたいと考えま
した。それから、友人たちと話すな
かで、夢を持つことの素晴らしさ
についても改めて気づかせてもら
いました。一人になったとき、自分
の夢について考えてみると、たく
さん見つけることができました。
自分自身もこの1年を通して叶え
たいと思ったら自分で行動するこ
とによって叶えられることがたく
さんあったので、これからも夢を

描きながらその達成に向けて行動
し、他の人の夢を心から応援でき
るようになりたいと思いました。

自分自身はその場において
どのような関わりを築きたいのか
　第3に、この1年間のなかで1番
の思い出となったアウトドアのノ
ルウェー旅についてです。私は最
初、アウトドアは第一希望の授業
ではありませんでした。また、アウ
トドアの経験もなく、何もかもが
初めてで、無縁な世界でした。1月
から始まった授業で、チームに別
れてその日の活動が始まったと
き、最初は何と周りの人へ声をか
けたら良いのか、何をすれば良い
のかを聞き続けて良いのか、周り
の人の迷惑になっていないかな
ど、たくさん迷い葛藤していまし
た。そのため、時によってはチーム
の一員としてあまり貢献できな
かったと反省した日もありまし
た。しかし、勇気を持って周りの人
に何かできることはないかと尋ね
てみると、嫌な顔をする人は一人
もいなく、丁寧に説明してくれた
り、一緒にやってくれたりしまし
た。そのとき、自分から関わること
の必要性に気づきました。そうし
て、いよいよ5月になり、ノル
ウェーへ行くことになりました。
最初は何も想像できないからこそ
不安な気持ちでいっぱいでした。
また、道は想像以上にアップダウ
ンが激しく、岩もたくさんあり、険
しい道のりでした。しかし、仲間た
ちは道の説明の仕方や誘導の仕方
を一生懸命に試行錯誤しながら一
緒に歩いてくれたとともに、常に
前向きな言葉をたくさんかけてく
れました。だからこそ、私は楽しみ

ながら歩き続けることができまし
た。それと同時に周りの仲間たち
の言葉や行動が原動力となって、
私自身も楽しむことを忘れず、ど
んなときでも明るく関わって、周
りの仲間と少しでも良い時間をと
もにできるようにと自然と心がけ
るようになっていました。それか
ら、素敵なチームメイトとの出会
いもありました。チームメイト6人
で食事を作ったり、テントで一緒
に寝たりしました。チームメイト
たちは、必要なサポートを自然な
形でしてくれたとともに、常に私
が輪の中にいられるような雰囲気
づくりをしてくれました。だから
こそ私自身も、それまでの授業で
の経験を踏まえて、自分にできる
ことは可能な限り聞いて、食材を
切るなどの作業は積極的にすると
ともに、とにかく楽しむことを大
切にしました。ある日のこと、チー
ムメイトたちが最初はデンマーク
語で話していたものの「色々な人
の名前が出てくるな…」と思いな
がら聞いていたところ「今、私たち
はあなたと同じチームになること
ができて本当にラッキーだという
話をしている」というようなこと
を英語で伝えてくれました。その
とき、今までに感じたことのない
言葉では言い表すことのできない
気持ちで心がいっぱいになりまし
た。初めてのことばかりな授業で
不安だったノルウェーの旅、自分
の人生最大の挑戦になると思って
いたノルウェーの旅は、人生最高
の思い出になりました。私はこの
時間が終わってほしくない、ずっ
と続いたらいいのにと思っていま
した。旅を終えたとき、自分はなん
て幸せ者なのだろうとずっと思っ

ていました。学校に帰って来たと
きに、このようなこれまでに味
わったことのない幸せな気持ちで
溢れているとは、全く想像もして
いなかったことでした。このノル
ウェー旅の経験を通して、やはり
自分が周りの人とどのように関わ
りたいのか、どのような関係をつ
くりたいのか、それをもとに行動
すること、それによって皆で築き
上げられるものがあって、それは
決して一人では成し遂げられない
かけがえのないものになると改め
て実感しました。だからこそ、自分
から行動して関わることはとても
重要だと学びました。また、自分自
身は先のことを想像してあれこれ
と不安に思ったり行動できずにた
めらってしまったりすることが多
くあります。ただ、今回の経験を通
して、想像通りになることのほう
が少ないということ、最初から決
めつけないで自分で行動すること
によって想像を超えて変えられる
ことがあると気づくことができま
した。この経験は、1年間を振り返
るなかでも、人生において忘れる
ことのできない一生の思い出にな
りました。仲間たちには本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。

研修を通して学び・考えたこと
ー今後に向けてー
　以上のように、この1年間を通し
て、特に印象に残ったことを中心に
記述させていただきました。私の研
修テーマは「視覚障害のある人が社
会参加するために必要な支援体制
のあり方を学ぶ」でした。当初はア
メリカの視覚障害関係の専門機関
での研修を計画していたため、本来
のテーマに沿った学びがどれほど

できたのか、振り返る時間はより多
く必要となりました。現時点での私
の学びから考えたことは、自分自身
が考え行動し、周りの人と関係を築
いていくことが不可欠であるとい
うことです。確かに、障害のある人
が社会参加するうえでは必要なサ
ポートがあって、その支援を受けな
がら生活する権利もあり、支援にア
クセスしやすい社会の体制づくり
も必要になります。しかし、個々人
が生活する環境は、その人自身もと
もにつくっていく必要があると改
めて感じました。決して、受け身の
立場だけになるのではなく、その場
における最大限の関わりや行動、自
分がその場においてどのような存
在でありたいのかを考えてその場
にいること、そうすることで、障害
の有無などの立場の違いに関係な
く、対等かつより良い関係性や環境
を構築することにつながると考え
ました。私自身は、この約1年間の
学びをもとに、障害があることを理
由にして受け身だけの立場になる
のではなく、自分自身で考えて自ら
行動して周囲の人と関わり、より良
い関係性や環境をともに築くこと
のできるよう、努めていきたいで
す。それから、この1年間慣れない
環境で初めての経験をするなかで、
たくさんの人たちの優しさに出会

うことができました。これからは、
その人たちに直接返すことがどれ
だけできるかは分かりませんが、
自分がもらって原動力になった前
向きな言葉や心に響いた行動、た
くさんのあたたかさや愛を今度は
誰かにもっと届けられるような人
になりたいと思いました。このよ
うに今、自分自身の心にある気持
ちや学びが刻まれたのは、たくさ
んの人と出会い、色々な場所に
行って、実際に経験し、学び、吸収
して、心で感じ、考え、あらゆる感
情や時間を味わうことができたか
らです。

おわりに
　今回このような貴重な1年間と
いう期間、多くの経験や学びを得
ることができたのは、これまで多
大なるご支援ご協力いただいたダ
スキン愛の輪基金の関係者の皆
様、アドバイザーの先生、研修先で
出会った仲間や先生、多くの方々
の支えがあったからです。留学先
が決まるまでに長い時間がかか
り、想像以上の苦難もありました
が、私は最終的にエグモントで
2025年を過ごせて本当に良かっ
たと心から思っています。心より
感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

南アフリカのスウェトーで



相良 真央 さん

宮崎県

山田 悠平 さん

東京都
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精神障がい

精神障がい学びを地域社会や
障害コミュニティに届けたい

研修期間
2024年6月30日～7月10日

研修国
イタリア

研修テーマ
精神科病院の脱施設化、
精神科医療の一般医療の
統合、精神障がい者の政
治参加についてのフィー
ルドワーク実施

研修目的
障害者権利条約の実施に
ついての取り組みを学ぶ

 研修機関
FISH、アレーナ・デル・ソーレ劇場、クラブハ
ウス（ITACA）、ボローニャ近代美術館、精神
保健局、市民保護局、ドーミオ精神保健セ
ンター（CSM Domio）、社会的協同組合
（Querc iamb iente）、アソシエーション
（Luna e l'altra Una Casa Tutta per Noi）

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

ミドルグループ研修生

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

精神障害当事者会ポルケ

FISH

　私たちのグループは、精神障害
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ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。
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みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
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を支えるための地域支援の担い手
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管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
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者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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けた具体的な取り組みや課題につ
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目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
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掲げた脱施設化に関わる第19条
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るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
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めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
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に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。
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訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変
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更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
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の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
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で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
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めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会
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や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
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自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
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　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。
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　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
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約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
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あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
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「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
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年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
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けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
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た閣僚級会合が10月に開催予定で
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　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
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の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
「一般社団法人精神障害当事者会
ポルケ」の理事会推薦を受け、当
初は当事者3名によるグループ研
修として計画申請を行いました。
あいにく当事者メンバーのうち
1名が直前に病欠となり、研修の
実施は山田悠平・相良真央の当事
者2名を中心に、介助者・通訳者等
を含む計8名で渡航しました。
　今回の研修では、障害者権利条
約の実施に関するイタリアでの取
り組みを学び、国内での実施に向
けた具体的な取り組みや課題につ
いて、改めて学びを深めることを
目的としました。訪問先の選定に
あたっては、コーディネーター等
から助言をいただきながら検討を
重ねました。特に、研修テーマにも
掲げた脱施設化に関わる第19条
「自立した生活及び地域社会への
包容」は、条約実施において欠かす
ことのできない重要な論点の一つ
として主要な着目点としました。
障害者権利条約が発効した2008
年から遡ること30年前の1978
年、イタリアでは脱施設化に踏み
出した世界初の精神科病院廃絶法

とも言われる「180号法（イタリア
精神保健法／通称：バザーリア法）」
が制定されました。
　この法律の成立によって、精神
障害のある人の暮らしや地域社会
はどのような変化を迎えたのか。
さらに、なぜ1970年代にこのよう
な先進的な法律が成立しえたの
か。私たちは、こうした点にとりわ
け大きな関心を寄せてきました。
以下、ローマ、ボローニャ、トリエ
ステの3都市での研修から得た学
びの一部をレポートします。

ローマ
訪問先：FISH
　私たちの研修は、イタリアの首
都ローマから始まりました。最初
の訪問先は、イタリアにおける障
害者権利条約のパラレルレポート

提出を行った連合組織であるイタ
リア障害者フォーラム（FID）の中
核を担う2つの構成団体の1つであ
るFISHです。この組織は、発達障害
や知的障害を含む、比較的歴史の
新しい全国約40団体で構成される
障害者団体です。
　近年の法制度面での取り組みと
して、イタリアでは障害者政策を所
管する省庁として「障害省」を設け、
3ヵ年計画で障害者権利条約の実
施状況をモニターする仕組みが、施
策の推進に大きく寄与したとのこ
とでした。こうした仕組みを活用し
ながら粘り強いアドボカシーを続
けている点が印象的でした。また、
イタリアは本年G7議長国ですが、
今回初めてG7で障害をテーマにし
た閣僚級会合が10月に開催予定で
あることも伺いました。

ボローニャ
訪問先：アレーナ・デル・ソーレ劇場
　第2の訪問都市ボローニャは、
1088年創立とされる西欧最古の大
学・ボローニャ大学を擁し、ローマ
とはまた異なる趣のある、古都の
名にふさわしい温かみのある街並
みが特徴的です。来日公演の実績
もある演劇集団アルテ・エ・サルー
テの拠点であるアレーナ・デル・
ソーレ劇場にて、精神科医のイ
ヴォンヌ・ドネガーニさんらと懇
談の機会を得ました。
　ボローニャは、イタリア全土の
中でも革新的な施策が推進されて
いる地域で、精神保健分野も同様
に先進的な取り組みが進んでいる
とのことです。この地域では、収容
を前提とした精神科病院の廃止が
1990年代半ばに国内でも早期に
完了したと伺いました。
　脱施設化というと、入院してい
た人を一斉に退院させるイメージ
を持たれがちです。しかし、バザー
リア法に基づくイタリアの取り組
みの大きな特徴は、新規入院を止
めたことにあります。そのうえで、
従来は入院で対処していた人たち
を支えるための地域支援の担い手

づくりと、すでに入院している人
たちの退院に向けた地域移行が展
開されました。
　イヴォンヌ・ドネガーニさんは、
まさにこの両輪の取り組みを医師
として担ってきた第一人者の一人
です。医師としてのキャリアの初
期から精神科医として従事し、病
院中心主義・治療主義からの脱却
に向けて、支援職への教育や意識
改革をどのように進めたのかを伺
いました。イヴォンヌさんは、多職
種による研修を幾度となく重ねた
ことを強調されていました。
　職種間に存在する権力勾配をい
かに可視化し、緩和するか。そのた
めに、研修を「チーム」として行う
ことに大きな価値を置いている、
というお話が印象に残りました。
医師としての役割だけでは脱施設
化を推し進めるのは難しく、地域
支援の在り方を含めた大きな変化
が必要であることも強調されてい
ました。
　そして、この変革を支えたのは
「新規に精神科病院での入院を受
け入れない」という社会の大きな
決断であったことを、お話を通じ
て深く理解できました。脱施設化

の第一歩として、精神科病院を前
提としない社会をデザインする意
義を学ぶ機会となりました。さら
に、地域で暮らす当事者の姿が、か
つて病棟で働いていた医療関係者
の支えにもなったことが、お話か
ら伺えました。「症状を見る視点」
から「その人を見る視点」への変
化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
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更を余儀なくされる場面もありま
した。
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かな散策空間となっていました。
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過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
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の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
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り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
いるとのことでした。

トリエステ
訪問先：精神保健局
　バザーリア法成立の舞台となっ
たトリエステが、3ヵ所目の訪問都
市となりました。バロック調の街
並みはオーストリアの影響が色濃
く表れる港町です。滞在期間中は
ストライキの影響で、訪問先の変

更を余儀なくされる場面もありま
した。
　私たちが最初に訪れた精神保健
局のある丘のエリアは、改革の地
の中心であり、かつて大規模な精
神科病院があった場所でもありま
す。現在は、カフェや大学の教育施
設なども併設され、開放的で緑豊
かな散策空間となっていました。
園路の各所にはバラが植えられ、
過去の暗い歴史からの脱却を象徴
する意味も込められているとのこ
とでした。精神保健局のスタッフ
の皆さん、利用者の皆さんと懇談
の機会をいただきました。
　コミュニティや人とのつながり
の大切さを、温かな関係性のなか
で実感されていることに、当事者
として共感することばかりでし
た。イタリアの実践や培われてき
た文化から学ぶことの多さを改
めて感じました。私たち精神障害
のある人の多くは、精神的に困難
な状況にあるとき、社会的孤立に
よる困難が重なり、つらい経験を
重ねてきました。イタリアの当事
者の皆さんの経験談からは、生活
をさまざまな次元で支える社会

資源や制度があることで、自分ら
しさを取り戻していく様子が伝
わり、はつらつとした表情が印象
的でした。

訪問先：市民保護局
　今回の渡航先の多くは障害分野
や精神保健関連の関係団体への訪
問が中心でしたが、防災分野の行
政機関にも訪問することができま
した。当該施設は災害対策を24時
間体制でモニタリングする行政施
設です。今回の研修で、イタリアの
防災の在り方について伺えたこと
は大変貴重な経験となりました。
　特に、発災後から復興に至るま
での避難生活における孤立対策に

ついては、障害の有無を超えた学
びに富む示唆を多くいただきまし
た。例えば、避難所のテントごとの
通路に、日常のコミュニティを想
起させる通りの名称を付ける取り
組みはとても印象的でした。
　また、防災に役立つ情報が、市民
にとって使いやすい形で公開され
ている点も重要だと感じました。
自分の住む地区の避難先情報が、
Googleマップや写真付きで分か
りやすく提示され、更新作業に市
民ボランティアが関わることも
推奨されているとのことでした。
こうした市民参画は意識向上の点
でも大切だと感じました。
　このような市民ボランティアの
取り組みは、日本との違いを感じ
た点でもあります。「自分たちの地
域を自分たちでつくる」という市
民自治的な動きを、日本では今後
どのように育めるのか。都市化が
進んだ地域で地域コミュニティへ
の所属意識が脆弱になりがちな現
状も踏まえ、課題意識を強く持ち
ました。
　精神障害のある人が災害時にも
包摂される地域・避難所の在り方
についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
住民が防災に関わる機会が多いこ
となどです。団体では、防災に関す
る調査活動や啓発活動を行ってき
ました。今後の実践に大いに参考
にしたいと思います。

訪問先：ドーミオ精神保健センター
（CSM Domio）
　トリエステ州の4つの自治体ブ
ロックの1つであるドーミオは、も
ともと工業地帯で土地が安価だっ
たことから、移民など新住民の流
入が多いエリアの1つとされてい
ます。イタリアの現在の地域精神
保健福祉体制と、具体的な支援提
供の実際についても知ることがで
きました。特に、ボローニャでも
伺ったチーム支援体制について、
より深く学ぶ機会となりました。
　日本では「チーム医療」と言って
も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
でした。その際、多職種でミーティ
ングを重ねながら、利用者の状態
やニーズに応じて機能している様
子がうかがえました。
　当事者が医療や福祉のサポート
を活用しながら地域生活を送るう
えで、心理的安全性の確保は重要
な要素です。支援者間のフラット
な関係づくりは支援の内実に関わ
ることであり、脱施設化を支える
地域支援づくりにも欠かせないポ
イントとして理解を深めました。

まとめ
　以上のように、イタリアでの研
修を通じて、障害者権利条約の実
施における大きなテーマである脱
施設化と、インクルーシブな社会
づくりに求められる考え方や実践
を深く学ぶ機会となりました。
　また、障害コミュニティの外に
いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
ながりを新たなスタイルで育むこ

とが、私たちの今後の活動におい
て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
びを地域社会や障害コミュニティ
に届けていきたいと思います。
　末筆ながら、国際情勢が不安定
ななか、ダスキン愛の輪基金の皆
様および支援者の皆様のご厚意に
より、無事に研修を実施すること
ができました。重ねて心より感謝
申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　私たちのグループは、精神障害
のある人で構成される障害者団体
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化、継続した関わりのなかでチー
ムで支えることの意義も教えてい
ただきました。地域生活を支えた
のは精神保健センターの機能であ
り、当事者がアクセスしやすいよ
う環境に配慮し、生活圏で通いや
すいように複数箇所に設けられた
そうです。精神科医、心理士、看護
師、エデュケーター（イタリアの専
門職。ケースワーカーに近い資格
者）によるサポートが展開されて
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更を余儀なくされる場面もありま
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についても、具体的なヒントを得
ました。例えば、世帯ごとのテント
によりプライバシーが守られるこ

と、地域ごとの避難によって孤立
が防止されること、平時から地域
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る調査活動や啓発活動を行ってき
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も、どうしても医師を頂点とする
ヒエラルキーを想起しがちです。
しかし、ここでは初回インテーク
の担当者が中心となり、伴走支援
の過程で必要な職種が加わる体制

で支援が行われている点が印象的
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ることであり、脱施設化を支える
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いる人々とも連携しながら地域づ
くりを進めていくこと、都市化の
なかで希薄になりがちな地域のつ
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て重要な視点になると感じまし
た。今後の活動を通じて、今回の学
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